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▲人の動き

▲

　人　口　15,244人　　（−36）
　　男　　 7,218人　　（−16）
　　女　　 8,026人　　（−20）
　世帯数　 6,453世帯　（−10）
10月1日現在（　）内は前月比
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町立南伊勢病院トリアージ研修
くわしくは21ページ「まちのできごと」をご覧ください。
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町
内
で
ま
ち
の
活
性
化
に
取
り

組
む
方
々
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
や

町
づ
く
り
に
つ
い
て　

代
か
ら　

１０

７０

代
と
い
う
幅
広
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こ
な
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し
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。
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岸
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た
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つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
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。
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が
な
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た
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ビ
ア
祭
り
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と
い
う
若
い
世
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が
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で
き
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イ
ベ
ン
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開
催
し
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取
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組
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に
つ
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て
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れ
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し
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。
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し
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。
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ひ 

け
つ

ク
ラ
ブ
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主
催
す
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ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
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が
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宿
泊
や

弁
当
の
注
文
な
ど
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
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に
も
役
立
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
事
例
発
表
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
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。
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人
口
減
少

の
歯
止
め
に
は
な
ら
な
い
。
肝
心

な
の
は
そ
こ
に
住
む
豊
か
さ
の
実

感
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あ
る
」
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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締
め
く
く
り
ま
し
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。
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◆講演会のお知らせ◆

ダニによる
「日本紅斑熱」の予防と
獣害対策

ダニによる
「日本紅斑熱」の予防と
獣害対策

日本紅斑熱とは？
　日本紅斑熱とは、野山に生息している「リ
ケッチアという病原体をもっているダニ」
に刺されることで感染する病気です。
　春から秋にかけてもっとも感染しやすく、
感染すると 2～ 8 日後に高熱・発疹などの
症状が出ます。

に ほんこうはんねつ

と　き　11月10日（土）
ところ　役場南島庁舎　２階会議室　10時から
　　　　役場南勢庁舎　３階会議室　15時から

　ダニから身を守るための正しい予防方法を学んでいただきます。
また、「集落ぐるみで行う獣害対策について」の講演も行いますので、
ぜひご来場下さい。

★ダニによる「日本紅斑熱」を正しい知識で予防しよう！
講　師　三重県保健環境研究所微生物研究課
　　　　　　主幹研究員　赤 地 重 宏　氏

あか ち しげ ひろ

★集落ぐるみで行う獣害対策について
講　師　三重県伊勢農林水産商工環境事務所 農政・普及室
　　　　　副参事兼課長　田 中 哲 哉　氏
　　　　　　　　　主幹　宇 野 敦 善　氏

た なか てつ や

う の あつ よし

問い合わせ先
水産農林課（農林係）
☎0596-77-0007

マダニの一種
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事業者の皆様へ  個人住民税の特別徴収にご協力ください

3

特別徴収の方法による納税のしくみ 

特別徴収税額の通知 

 市町 事業所 給与所得者

給与支払いの際、 
税額を徴収 

６月から翌年の５月まで 
毎月の給与支給日 

（５月31日まで） 
給与支払報告書の提出 
（１月31日まで） 

特別徴収税額の通知 
（５月中旬まで） 

税額の納入 

税額の計算 

（翌月10日まで） 

4

1
2

3

5

　所得税は源泉徴収しているけれど、個人住民税は
特別徴収していないということはありませんか？
　個人住民税の特別徴収は、事業者（給与支払者）
が、所得税の源泉徴収と同様に、住民税の納税義務
者である給与所得者に代わって、毎月従業員（給与
所得者）に支払う給与から住民税（市町民税＋県民
税）を徴収し、納入していただく制度です。
　この制度は法令等により、事業者は、原則として
すべて特別徴収義務者として、住民税の特別徴収を
行っていただくこととされており、パート・アルバ
イトを含むすべての従業員の方から特別徴収をする
必要があります。
　税金の計算は、１月末までに事業者の方から提出
いただいた給与支払報告書等に基づいて市町が行
い、従業員ごとの住民税額を通知しますので、その
税額を毎月の給与から天引きし、合計額を翌月の
10 日までに、金融機関を通じて市町に納めていた
だくことになります。

〈特別徴収のメリット〉
▼ 従業員の方は…
　従業員の方が毎期ごと金融機関などの納入場所
へ出向く必要がなくなり、納税の手間が省けます。
また、毎月給与から天引きされますので、納め忘
れがなくなります。
　普通徴収では年４回払いですが、特別徴収では、
12ヶ月に分割して毎月の給与から天引きされます
ので、納税者の１回あたりの負担が緩和されます。
▼ 事業所は…
　通知書及び納付書はすべて印字されたものをお送
りしますので、事業所の方が作成する必要はありま
せん。また、所得税の源泉徴収のように個々の毎月
の収入や社会保険料などに応じて税額計算や年末調
整をする必要はありません。
※三重県と県内全市町では、平成26年度の完全移行
に向け、事業主の皆様に個人住民税の特別徴収を実
施していただくための準備を進めています。
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取
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固
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税を考える週間

【11 月11 日（日）～ 17 日（土）】

テーマ：「税の役割と税務署の仕事」

「税を考える週間」の期間中は、国民の皆さんに租税

や税務行政に対する理解を深めていただくため、国税

庁（税務署）では、様々な行事を実施します。

　国税庁ホームページでは、「税を考える週間」の特集

ページを開設するほか、常時、所得税などの申告書が

簡単に作成できる「確定申告書等作成コーナー」や国

税の申告・納税など各種手続がインターネットで行え

る「ｅ -Tax ホームページ」、よくある税の質問に対す

る回答を掲載した「タックスアンサー」、動画と図解で

解説するインターネット番組「Web-TAX-TV」の配信な

ど、税に関する情報が満載です。この機会に、税につ

いて考えてみませんか。

　～国税庁ホームページ～　http://www.nta.go.jp/
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平成２３年度決算に基づく健全化判断比率等について
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基
づき平成23年度の健全化判断比率等を公表します。

　平成２３年度決算に基づき健全化判断比率を算定したところ、下表のとおり、いずれの指標について

も早期健全化基準を下回りました。なお、各地方公共団体は、健全化判断比率により、「健全段階」「早

期健全化段階」「財政再生段階」の３つの段階に区分され、早期健全化段階や財政再生段階になった場

合には、それぞれの計画に従って健全化を図ることとなります。

健全化判断比率について

問い合わせ先
　行政経営課　☎0599−66−1366

　上下水道などの公営企業会計について、それぞれの実質収支額（収入から支出を差し引いた額）を

料金収入などの事業規模と比較して指標化します。「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」と同様、資

金不足が生じていなければ「－」で表示します。平成２３年度においては、下表のとおり、資金不足が

生じていないため資金不足比率はありません。資金不足比率が経営健全化基準（２０％）以上となった場合

には、経営健全化計画を定めなければなりません。

資金不足比率について

資金不足比率
（％）

資金不足額・剰余額
（千円）

事業の規模
（千円）会　計　名

−１０８,３７３６６９,５８４病 院 事 業 会 計
−１６３,０７９１８８,７９０上 水 道 事 業 会 計
−６,４４５９０,０８９簡易水道事業特別会計
−０９４,３７３下 水 道 事 業 特 別 会 計
−０９,１１２戸別合併処理浄化槽事業特別会計

※　資金不足額がないため資金不足比率はありません。

財政再生基準早期健全化基準南伊勢町
２０.００１４.４１−実 質 赤 字 比 率
３０.００１９.４１−連 結 実 質 赤 字 比 率
３５.０　２５.０　１１.１実 質 公 債 費 比 率

３５０.０　　７０.７将 来 負 担 比 率
※　実質赤字額及び連結実質赤字額がないため実質赤字比率及び連結実質赤字比率はありません。

（単位：％）

■実質赤字比率　町の人口や面積などに応じ標準的にか
かるお金に対して、その年の一般会計決算により生じ
た実質収支額（収入から支出を差し引いた額）がどの
程度の割合になるかを示す指標です。収支決算が黒字
の場合は「－」で表示されます。

■連結実質赤字比率　公営企業会計を含む全会計を対象
とした実質収支額がどの程度の割合になるかを示す指
標です。収支決算が黒字の場合は「－」で表示されます。

■実質公債費比率　町の税金や地方交付税など毎年決
まって入ってくるお金（経常的な収入）に対して、借入
金（町債）の返済にあてた経費（公債費）がどの程度の割
合になるかを示す指標です。一般会計、特別会計など
すべての会計にわたり計算され、借金返済の負担が多
すぎないかチェックすることができます。また、過去
３か年の平均が「１８％」以上になると新たな借入れ（地
方債の発行）に際し段階的に制約を受けることになり
ます。

■将来負担比率　町の人口や面積などに応じ標準的にか
かるお金に対して、借入金（町債）や債務負担（長期契

約などにより複数年にわたり支払の予定があるもの）
などすべての負担額から積立金（基金）などを引いた金
額がどの程度の割合になるかを示す指標です。
■早期健全化基準　健全化判断比率のいずれかが早期健
全化基準以上の場合は、「早期健全化段階」となり、財
政健全化計画を定めなければなりません。財政健全化
計画は、議会の議決を経て定め、速やかに公表すると
ともに、知事に報告をしなければなりません。また、
毎年度、その実施状況を議会に報告し、公表しなけれ
ばなりません。

■財政再生基準　健全化判断比率のいずれかが財政再生
基準以上の場合には、「財政再生段階」となり、財政再
生計画を定めなければなりません。この財政再生計画
も前述の財政健全化計画同様、議会の議決を経て定め、
速やかに公表しなければなりません。また、この計画
については、総務大臣との協議で同意を得られないと
災害復旧事業等を除き、地方債の発行が出来なくなり
ます。また、毎年度、その実施状況を議会に報告し
公表しなければなりません。

●
用
語
説
明
●
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募集人数　１名

雇用期間　平成２４年１２月１日から平成２５年２月２８日まで

応募資格　・町内在住の方　

　　　　　・第一種銃猟免許（銃砲所持許可済み）

　　　　　　またはわな猟免許をお持ちの方

　　　　　・普通自動車免許をお持ちの方

　　　　　・地方公務員法第１６条（欠格事項）に該

　　　　　　当しない方

　　　　　※年齢は問いません

業務内容　シカの捕獲・獣の止め刺し・サルの追払い等

勤務時間　８時３０分から１７時（応相談）

　　　　　（原則月曜日から金曜日ただし休日勤務の場合もあります）

賃 金　時給１,０００円　　特殊手当　日額１,０００円

通 勤 費　役場の規定による

社会保険　健康保険・厚生年金・雇用保険

提出書類　・履歴書（市販のもの可・写真を添付）

　　　　　・運転免許証　狩猟免状の写し

提出期限　１１月１５日（木）　必着

提 出 先　水産農林課（南島庁舎）および総務課（南勢庁舎）

面 接　と　き　１１月２１日（水）　１６時から

　　　　　ところ　役場南勢庁舎３階　第１会議室

問い合わせ先　水産農林課　☎0596−77−0007

　次の方は南伊勢町営バス・南伊勢町デマンドバスの運賃が

免除となりますので、所定の手続きのうえご利用ください。

免除対象者

▼生活保護法の規定により扶助を受けている方

　生活保護法の規定により扶助を受けている方はあらかじ

め役場へ申請してください。

▼身体障害者手帳・精神障害者保険福祉手帳・療育手帳をお

　持ちの方とその介護者１名

　身体障害者手帳・精神障害者保険福祉手帳・療育手帳を

お持ちの方は、予約時にお伝えください。また、介護者が

必要な方は申し出てください。乗車時に運転手に手帳を提

示していただくと運賃が免除となります。

▼要介護または要支援の認定を受けている方とその介護者１名

　介護保険法の規定により要介護または要支援の認定を受け

ている方は予約時にお伝えください。また、介護者が必要な方

は申し出て下さい。乗車時に運転手に介護保険証を提示して

ただき、認定期間内の確認ができれば運賃は免除となります。

問い合わせ先
　住民生活課（生活安全係）　☎0599−66−1154

町営バス・デマンドバスの
運賃免除のご案内

狩猟の開始に
ついて

　近ごろ商品の売買において、販売者と消費者の

間でトラブルになる事例が増加しています。そこ

で、トラブルを未然に防ぐにはどのような心がけ

が必要か、また、トラブルに巻き込まれた場合に

どのようにすれば売買契約を解除することが出来

るのか、その手法などについて出前講座を実施し

ます。

対象者　５人以上のグループなら誰でも

テーマ　▼消費生活トラブルに合わないための知識

　　　　▼本意でない商品購入（押し売り等）の

　　　　　契約解除方法

　　　　▼クーリングオフ制度

◆テーマや開催日時についてはご相談ください。

問い合わせ先
　住民生活課（生活安全係）
　☎0599−66−1154

消費生活相談
出前講座の開催

鳥獣被害対策実施隊員臨時職員
募　集

◆狩猟事故防止の

　ために野山など

　に入られる際に

　は、目立つ服装

　を心がけてくだ

　さい。

問い合わせ先
　三重県農林水産部
　獣害対策課
　☎059−224−2020

▼そのほかの狩猟鳥獣の狩猟期間

11月15日から翌年2月15日
まで（従来どおり）

▼イノシシ・ニホンジカの狩猟期期間

11月1日から翌年3月15日まで
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町
民
文
化
会
館

◆
参
加
無
料

◆
定
員
６
８
５
名

※
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
入

場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
55555555555555555555
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
はははははははははははははははははははは
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津
波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
のののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

月
5
日
は
「
津
波
防
災
の
日
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

111111111111111111111111111111111111111111『『『『『『『『『『『『『『
津津津津津津津津津津津津津津
波波波波波波波波波波波波波波
防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災
シシシシシシシシシシシシシシ
ンンンンンンンンンンンンンン
ポポポポポポポポポポポポポポ
ジジジジジジジジジジジジジジ
ウウウウウウウウウウウウウウ
ムムムムムムムムムムムムムム

『
津
波
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』』』』』』』』』』』』』』』

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
自
己
負
担
額
や
税
額
は
現
在
の
国
保
と
同
様
で
す
が
、

医
療
費
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
以
前
お
勤
め
に
な
っ
て
い
た
職
場
の
社
会
保
険
な

ど
か
ら
の
お
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
で
、
長
年
、
会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、

現
在
退
職
し
、
年
金
（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
）
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　

歳
ま
で
の
間
「
退
職
者
医
療
制
度
」
に
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

65
　

町
に
と
っ
て
は
財
源
確
保
の
助
け
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
に

退
職
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

『
国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療
制
度
』

へ
の
加
入
を
す
す
め
て
い
ま
す
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　１１月１日から、従来の三種混合（ジフテリア・百日せき・

破傷風）に不活化ポリオを加えた四種混合ワクチンも、定期

接種となりました。

接種対象年齢　三種混合およびポリオワクチンを１度も接種して

　　　　　　　いない生後３か月から７歳６か月未満の子ども

接種回数　合計４回（初回接種３回と追加接種１回）

接種間隔 ▼「初回接種」２０日から５６日の間隔をおいて３回

　　　　　▼「追加接種」初回接種３回目終了後１２か月から

　　　　　　　１８か月の間隔（※最低６か月の間隔）をおいて１回

※これまでに、生ポリオワクチン・不活化ポリオワクチン・三

種混合ワクチンを１回以上接種されている場合は、今回の四

種混合ワクチンの導入にかかわらず、原則として「三種混合ワ

クチン」と「不活化ポリオワクチン」を別々に接種してください。

◆接種される際は、事前にかかりつけの医療機関に予約して

　ください。

※くわしくは、下記へお問合せください。

問い合わせ先　福祉課（健康増進係）☎0599−66−1114

四種混合ワクチン予防接種のお知らせ特別講演

『健やかな老い』

　現在、町立南伊勢病院神経内科で非

常勤医師として診療をしていただいて

いる鈴鹿医療科学大学教授・三重大学

名誉教授の 葛原 
くずはら

 茂  樹 先生を講師に「健
しげ き

やかな老い」をテーマとした特別講演

会を開催します。

と き

　１１月１３日（火）

　１４時３０分から１６時まで

ところ

　町民文化会館

入場料

　無料（事前申し込み不要）

多くの方のご来場お待ちしております。

問い合わせ先
　福祉課（健康増進係）
　☎0599−66−1114

　ホームヘルパーとして、社会で活躍することを

支援するため、ホームヘルパー２級の資格を取得

する講座を受講した方に、補助金を交付します。

対象者

　町内に住所のある方

対象費用

　資格取得のための受講料

補助金の額

　上限２９,０００円まで

申請方法

　医療保険課に申請書を請求し、必要事項をご記

入のうえ、修了証書および受講料の領収書を添付

して提出してください。

申込み・問い合わせ先　
　医療保険課（介護支援係）　☎0599−66−1709

ホームヘルパー
2級資格取得費を補助しますと き

　平成２5年1月13日（日）
　10時30分受付開始
ところ
　ふれあいセンターなんとう（村山）
対象者
平成4年4月2日から
平成5年4月1日までに生まれた方

　町内に住民登録されている方には、案内通知をさ
せていただきますが、町内に住民登録をされていな
い方で、成人式への出席をご希望の場合は、11月
26日（月）までにご連絡ください。後日通知をさせ
ていただきます。
　なお、通知の有無にかかわらず、対象となる方は
出席していただけますのでお越しください。

問い合わせ先
　教育委員会事務局（生涯学習係）☎0596-77-0002

成人式のご案内

～ 厚生労働省　老人保健健康増進等事業 ～

1期初回 追加
四種混合 20日から56日（3～8週間）までの間隔をおいて初回接種

（3回）を行い、初回接種終了後、１年～１年6か月に達
するまでの期間に追加接種（1回）を行います。

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
か
月

６
か
月

３
か
月

年齢
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広報

◆
登
録
資
格

▼

保
育
士
資
格（
保
育
士
証
）を
お
持
ち

　

の
健
康
な
方

▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方

▼

昭
和　

年
３
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ

２３

　

た
方

▼

地
方
公
務
員
法
第　

条
の
欠
格
事
項

１６

　

に
該
当
し
な
い
方

◆
登
録
申
請
に
必
要
な
書
類

▼
南
伊
勢
町
臨
時
保
育
士
名
簿
登
録
願
書

（
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

▼

保
育
士
証
の
写
し

▼

健
康
診
断
書

（
病
院
が
発
行
す
る
用
紙
で
胸
部
撮
影

　

の
あ
る
も
の
）

◆
勤
務
時
間

　

７
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で
の

３０

１８

３０

　

う
ち
７
時
間　

分
以
内

４５

（
時
間
は
応
相
談
）

◆
賃

金　

時
給
８
８
７
円

◆
通

勤

費　

役
場
の
規
定
に
よ
る

◆
社
会
保
険
等　

健
康
保
険
・

　

厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険　

◆
提

出

先

役
場
総
務
課
（
南
勢
庁
舎
）
ま
た
は

総
合
窓
口
（
南
島
庁
舎
）
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◆
申
込
期
限

　
　

月　

日（
水
）　

時（
必
着
）

１１

１４

１７

◆
面

接

と

き

　
　

月　

日（
水
）　

時
か
ら　

１１

２１

１５

と
こ
ろ

　

役
場
南
勢
庁
舎
３
階　

第
１
会
議
室

　

南
伊
勢
町
の
臨
時
保
育
士
は
、
あ
ら
か
じ
め
臨
時
保
育
士
名
簿
に
登
録
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
の
中
か
ら
、
意
思
確
認
の
う
え
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
し
て

い
ま
す
。「
南
伊
勢
町
の
保
育
所
で
働
き
た
い
」
と
い
う
方
は
次
の
要
領
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
保
育
士
名
簿
へ
の

登
録
者
募
集

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
（
福
祉
係
）

　

☎
０
５
９
９−

６
６−

１
１
１
４

− 気づくのはあなたと地域の心の目 −

　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。

児童虐待とは・・
猿身体的虐待

　 殴 る・
なぐ

 蹴 る・投げ落とす・激しく揺さぶる・やけ
け

どを追わせる・ 溺 れさせるなど
おぼ

猿性的虐待

　子どもへの性的行為・性的行為を見せる・わいせ

つ画像の 被 
ひ

 写 
しゃ

 体 にするなど
たい

猿ネグレクト

　家に閉じ込める・食事を与えない・ひどく不潔に

する・自動車の中に放置する・重い病気になっても

病院に連れて行かないなど

猿心理的虐待

　言葉による 脅 し・無視・兄弟姉妹間での差別的扱
おど

い・子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう

（ドメスティックバイオレンス：ＤＶ）など

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけ
たときや、ご自身が出産や子育てに悩んだ
ときには、児童相談所や町の窓口へ連絡・
相談ください。

児童相談所全国共通ダイヤル〔24時間〕
☎0570−064−000

お住まいの地域の児童相談所に電話をおつ
なぎします。

役場福祉課〔平日昼間〕
☎0599−66−1114

※連絡は 匿名 で行うことも可能です。連絡
とくめい

　者や連絡内容に関する秘密は守られます。

児児児児児児児児児児児児児児 児 
じ

童童童童童童童童童童童童童童 童 
どう

虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待待待待待 虐待 防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進月月月月月月月月月月月月月月防止推進月間間間間間間間間間間間間間間間でででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすです
ぎゃくたい

月
は

１１



平成24年11月

（11）

　

今
月
号
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
相
互

に
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
え
る
社
会
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
障
が
い
福
祉
の

基
本
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
町
民
の
一
人
ひ
と
り

が
障
が
い
福
祉
の
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
本
計
画
の
策
定
時

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て

も
「
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
、

 
疎  
外 
感
を
感
じ
る
」
と
回
答
し
た
方
は

そ 

が
い

多
く
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
南
伊
勢
町
で
も
障
が
い

福
祉
の
啓
発
、
理
解
の
促
進
を
図
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
よ
り
積
極
的
な
啓
発

活
動
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
は
地
域
自
立
支
援
協
議
会
が
中

心
と
な
り
、
啓
発
の
内
容
や
方
法
を
検

討
し
、
町
が
行
う
行
事
や
地
区
で
の
行

事
な
ど
の
機
会
を
活
用
し
て
啓
発
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
地
域
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
と
連
携
を
し
て
啓
発
活
動
を

進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
（
福
祉
係
）

　

☎
０
５
９
９−

６
６−

１
１
１
４

「
障
が
い
福
祉
へ
の

　
　
　
　
　

理
解
の
促
進
」

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

③

障障
がが
いい
者者
基基
本本
計計
画画
おお
よよ
びび

障障
がが
いい
福福
祉祉
計計
画画
にに
つつ
いい
てて

　
　

歳
以
上
人
口
が　

％
の
町
、
南
伊
勢
。

65

43

県
下
1
位
の
高
齢
化
率
は
長
寿
の
豊
か
さ

を
誇
る
も
の
で
す
が
、
高
齢
化
は
全
国
的

に
今
後
も
進
み
、
南
伊
勢
町
で
は　

年
後
、

20

2
人
に
1
人
以
上
が　

歳
以
上
に
な
る
と

65

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
全
国
の
平

均
寿
命
は
女
性　

歳
、
男
性　

歳
で
、
わ

85.9

79.4

が
国
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
す
。
外
来
診

療
で
よ
く
「
平
均
寿
命
を
超
え
た
か
ら
い

つ
病
気
に
な
っ
て
も
い
い
」
と
お
っ
し
ゃ

る
患
者
さ
ん
が
み
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
違

い
ま
す
。
平
均
寿
命
と
は
0
歳
の
赤
ち
ゃ

ん
が
あ
と
何
年
生
き
る
か
を
示
す
数
字
で

あ
っ
て
、　

歳
の
男
性
な
ら
平
均
約
9
年
、

80

　

歳
の
女
性
な
ら
約
6
年
、
ま
だ
お
過
ご

90し
に
な
ら
れ
ま
す
。
病
気
の
方
も
合
わ
せ

た
平
均
で
す
か
ら
、
あ
な
た
が
今
ま
わ
り

の
方
よ
り
元
気
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も

長
生
き
す
る
で
し
ょ
う
。
今
は
お
よ
そ　
80

歳
ま
で
は
元
気
が
当
た
り
前
、
勝
負
は　
80

−　

代
で
す
か
ら
、　

歳
を
超
え
た
か
ら

90

80

と
言
っ
て
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

　

私
は
紀
北
町
出
身
で
、
主
に
名
古
屋
大

学
で
診
療
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢

者
医
療
は
病
院
だ
け
で
は
不
十
分
で
予
防

や
介
護
も
大
切
と
、
近
年
は
病
院
外
の
仕

事
が
多
く
、
今
年
は
南
伊
勢
町
に
て
、「
＋

α
の
訪
問
型
介
護
予
防
」
事
業
を
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
若
い
人

で
は
と
に
か
く
病
気
を
治
す
の
が
一
番
で

し
ょ
う
が
、
ご
高
齢
の
方
で
は
生
活
、
人

生
の
中
で
の
健
康
や
医
療
を
考
え
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
高
齢
期
に
お
け
る
大
切

な
こ
と
は
何
か
、
幸
せ
と
は
何
か
。
そ
れ

は
人
に
よ
っ
て
様
々
の
は
ず
で
、
そ
れ
を

考
え
る
学
問
を
「
老
年
学
」
と
呼
び
ま
す
。

　

今
月
か
ら
は
、
健
康
と
関
連
し
、
暮
ら

し
に
ま
つ
わ
る
老
年
学
の
話
題
を
連
載
で

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
老
年
学

は
大
学
か
ら
で
は
な
く
、
高
齢
化
の
町
で

見
つ
か
り
育
つ
も
の
で
す
。
長
寿
の
豊
か

さ
の
中
、
南
伊
勢
町
で
大
切
な
こ
と
を
見

つ
け
育
て
、
世
界
に
広
げ
た
い
も
の
で
す
。

潮
風
に
の
せ
て
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
（
健
康
増
進
係
）

　

☎
0
5
9
9−

6
6−

1
1
1
4

■■奈良県立医科大学准教奈良県立医科大学准教授授

■■名古屋大学客員准教名古屋大学客員准教授授

　　老年病専門老年病専門医医

大  大 
おお

西 西 
にし

丈 丈 
じょう

二 二 
じ

−−老老年年学学かからら健健康康長長寿寿をを−−

喉

孔

垢

孝

坑坑坑坑坑坑

坑坑坑坑坑坑

好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好

好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好

　

大
西
丈
二
先
生
に「
介
護
予
防
の
あ
の
テ
こ
の
テ
」と

題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

月
6
日（
木
）　　

時
か
ら　

時　

分
ま
で

12

10

11

30

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
か
ら　

時　

分
ま
で

14

15

30

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
文
化
会
館

おお
知
ら
知
ら
せせ

『潮風にのせて』連載連載  ①
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犯
罪
の
被
害
は
誰
の
身
に
も
降
り
か

か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
も

こ
の
機
会
に
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
が
お

か
れ
て
い
る
状
況
に
心
を
傾
け
、
自
分

た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
被
害
者
相
談
窓
口
】

公
益
社
団
法
人

み
え
犯
罪
被
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９−

２
２
１−

７
８
３
０

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

　

時
か
ら　

時
ま
で

１０

１６

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族
に

大
き
な
不
安
を
与
え
る
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
や
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
と
呼
ば
れ
る
配
偶
者
な
ど

に
よ
る
暴
力
は
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
さ
ら
に
重
大
な
犯

罪
に
発
展
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
で
お
悩
み

の
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
早
い
段
階
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

▼
伊
勢
警
察
署
ほ
か

最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所

▼
三
重
県
警
本
部
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
室

　

☎
０
５
９−

２
２
２−

０
１
１
０

▼
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９−

２
３
１−

５
６
０
０

▼
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９
６−

２
１−

５
７
０
９

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着
用
の
死
亡
事
故

の
う
ち
、
着
用
し
て
い
れ
ば
軽
傷
で
済

ん
だ
と
思
わ
れ
る
事
故
は
約　

％
に
も

２６

の
ぼ
り
ま
す
。
乗
車
時
は
全
員
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
は
大
人

の
責
任
で
す
。
正
し
い
位
置
・
正
し
い

取
付
け
・
正
し
い
着
用
が
大
切
で
す
。

　

暴
力
団
か
ら
の
不
当
な
要
求
や
嫌
が

ら
せ
に
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

▼
暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０−

３
１−

８
９
３
０

▼
伊
勢
警
察
署

伊
勢
警
察
署
だ
よ
り

伊
勢
警
察
署
だ
よ
り

伊
勢
警
察
署
だ
よ
り

伊
勢
警
察
署
だ
よ
り

伊
勢
警
察
署
だ
よ
り

伊
勢
警
察
署
だ
よ
り

伊
勢
警
察
署
だ
よ
り
☎
0
5
9
6－

2
0－

0
1
1
0

みなみいせスポーツネットからのお知らせみなみいせスポーツネットからのお知らせみなみいせスポーツネットからのお知らせ

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や
D
V
被
害
の

　

早
期
相
談
に
つ
い
て

無料体操体験教室実施
「カワイ体育教室」の指導のもと、マット・とび箱・鉄棒などの運動を体験していただけます。申込
書を各学校・保育園あてに配布してありますが、定員になり次第締切とさせていただきますので、ご
了承ください。※くわしくはお問い合わせください。
と き　１１月１１日（日）　　　ところ　五ヶ所小学校体育館・南島東小学校体育館
　対象者　３～５歳クラスの保育園児・小学校１～３年生　
　申込み・問い合わせ先　スポーツネット事務局　☎0599−66−2440

申込み・問い合わせ先
　スポーツネット事務局
　☎（0599）66−2440
※開局日/火・木・土
　（9～12時）

犯
罪
被
害
者
週
間

　

〜　

月　

日
か
ら

１１

２５

　
　
　
　
　
　
　

月
１
日
ま
で
〜

１２

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト・チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
着
用
を
！

民
事
介
入
暴
力
巡
回
無
料
法
律
相
談

元気シニアクラブイベントのご案内

 合歓 の
ね む

 郷 で体験活動
さと

◇と き　11月12日（月）　　◇と こ ろ　合歓の郷（志摩市浜島町）
◇料 金　会員1,500円　一般2,000円　（昼食付）
◇内 容　グラウンドゴルフ・パターゴルフ・フリーピンポン（3種目）に分かれて実施
　　　　　　　（雨天時：フリーピンポン・カラオケ・唱歌）
◇申込締切　11月7日（水）　※送迎バス→9：00船越公民館→町民文化会館→神津佐バス停
◇申込み・問い合わせ先 元気シニアクラブ　☎0599−66−0174（小山）
　　　　※フラダンス所属の方は☎0599−66−1430（山本）まで
合歓の郷チャペル唱歌は74名が参加
　10月3日(水)、合歓の郷の教会で元気シニアクラブ・みなみいせ唱歌を
歌う会合同のチャペル唱歌会が実施され、元気シニアクラブ40名・唱歌
を歌う会34名の参加者計74名が合歓の郷の教会での唱歌を楽しみました。

みなみいせスポーツネット

オリジナルキャラクター『きたいくん』
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ＮＰＯ法人みなみいせ市民活動ネット（MICAN）
〒516－0101　三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦3917　☎0599－67－1011

町民文化会館便り町民文化会館便り町民文化会館便り町民文化会館便り町民文化会館便り町民文化会館便り町民文化会館便り

みなみいせ図書室からお知らせコヤマプレゼンツ　ロビーコンサート

　芸術の秋。晩秋のステージは、ファン
には待ち遠しい名門の社会人吹奏楽団、
松阪シンフォニックバンドの登場です。
　総勢40数名の腕の立つ管楽器奏者に
よる演奏は、魅力的なプログラムと共に
今年も私たちを感動の渦に巻き込んでく
れるでしょう。

　県立図書館の貸出サービスは、ご
利用の皆さまに好評です。お読みに
なりたい本があれば取り寄せます。
お気軽にご利用ください。またいろ
いろな本のご相談にも応じます。
　お待ちしています。

利用時間　9時から17時まで
（昼休憩  12時から13時まで）

年末年始を除き、毎日開けています。
（図書スタッフ不在の場合は
　会館スタッフが対応いたします）

松阪シンフォニックバンド
コンサート

と　き　11月18日(第３日曜日)
　　　　14時開演
ところ　町民文化会館大ホール

　清流川に沿った 高  雄 ・ 槇  尾 ・ 栂  尾 は三尾と呼ば
たか お まき のお とが のお

れる日本有数の紅葉の名所です。山腹には 神  護 
じん ご

 寺 ・ 西明寺 ・ 高山  寺 などの歴史あるお寺があり、
じ さいみょうじ こうざん じ

鮮やかな秋景色がひろがります。

と き　１１月１７日（土）　雨天決行
　　　　荒天の場合は１１月２４日（土）に延期

集 合　５時３０分　町民文化会館駐車場
コース　集合場所～伊勢自動車道～新名神自動車道～

京都着～ハイキング（高雄～ 清 
きよ

 滝 ～
たき

 錦 
きん

 雲 
うん

 渓 ）～
けい

京都発－往路帰途－町民文化会館

持ち物　山歩きの服装・弁当・飲料水など
参加費　７,０００円
　　　　※当日、集合場所でお支払いください。

申込締切　１１月１２日（月）まで（当日参加不可）
　※定員４５名先着順です。

申込み・問い合わせ先
ＮＰＯ法人　南勢テクテク会事務局

☎0599−65−3057　　　

〜紅の京都三尾を歩く〜
紅葉の京都を歩こう 『たいみー』たび『たいみー』たび日記日記『たいみー』たび日記

　１０月はテレビの収録や生中継に大忙

し！もちろん南伊勢町のＰＲも忘れない

よ！町民体育祭では参加者のみんなが気

持ちよく競技できるように一生懸命応援

したよ！

▼１０月６日（土）・７日（日）

　久々野町ひだ桃源郷まつり（岐阜県高山市久々野町）

▼ １０日（水）

　三重テレビ「ええじゃないか。」収録（津市）

▼ １１日（木）

　名古屋テレビ「ドデスカ！」生中継（町内）

▼ ２１日（日）

　町民体育祭（南勢中学校）

▼ ２５日（木）・２６日（金）

　首都圏イオン観光ＰＲ（東京都品川区）

▼ ２８日（日）

　吉本興業なんばグランド花月で観光ＰＲ（大阪府大阪市）
　

▼１１月３日（土・祝）

　出逢い交流事業（町内）

▼ ２３日（金・祝）

　神原神社「秋の大祭」「みのり祭」（神原地区）

１１月もがんばるぞ！

参加者募集（日帰り）
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町
立
南
伊
勢
病
院
で
は
、　

月
１

１０

日
か
ら
一
般
病
床
を
８
床
増
床
し
て

　

床
で
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４１
　

当
院
に
入
院
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

地
域
連
携
室
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
患
者
さ
ま
の
症
状
に
応
じ

て
、
で
き
る
限
り
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

当
院
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
み
の
場
合
は
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

　

平
成　

年　

月　

日
か
ら

２４

１０

１５

　

平
成　

年
１
月　

日
ま
で

２５

３１

予
約
時
間

▼
窓
口
受
付

　

８
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

３０

１７

１５

▼
電
話
受
付

　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１３

１７

実
施
日

▼
毎
週
火
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
の

　

時
か
ら　

時
ま
で

１０

１１

▼
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

　

時
か
ら　

時
ま
で

１５

１６

▼
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
の

　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１７

１８

問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
南
伊
勢
病
院

　

☎
０
５
９
９−

６
６−

０
０
１
１

町
立
病
院
か
ら

町
立
病
院
か
ら 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

町
立
病
院
か
ら 

こ
ん
に
ち
は

南島メディカルセンター
10月より 胃腸内科を新設！
受付時間　毎週金曜日　８時３０分から１１時３０分まで
　　　　　※検査の都合により、診療時間とは異なります

 藤  原  雅  也 　医師
ふじ わら まさ や

　平成１６年３月　鳥取大学医学部医学科卒

　平成２１年９月　日本内科認定医

　平成２３年１２月　日本消化器内視鏡専門医

　平成２４年１月　日本消化器病専門医

問い合わせ先　南島メディカルセンター　☎0596−72−0001

藤原医師のコメント
　このたび、１０月から南島メディカルセンターにて、

週１回金曜日に診察することになりました藤原雅也で

す。専門は消化器内科です。

　主に腹痛、 下  痢 、 嘔  吐 、 黄  疸 など、消化器症状のあ
げ り おう と おう だん

る方の診断・治療を行いますが、それ以外にも、胃カ

メラや大腸カメラによる病気の早期発見、検診や処置

などを行います。地域に密着した医療を通じて、この

地域の健康維持に貢献できればと考えております。

　消化器の健康状態に不安のある方は

どうぞお気軽に受診してください。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
予
約
に
つ
い
て

■■ インフルエンザ予防接種実施日 ■■
金木水火月

１０：００〜１１：００

１５：００〜１６：００

１７：００〜１８：００１７：００〜１８：００

糖尿病教室のお知らせ
１１月１６日（金）午前１１時から（昼食付）

申込み・問い合わせ先　町立南伊勢病院（管理栄養士）
　　　　　　　　　☎0599−66−0011

【申込み締切】11月9日（金）まで

地
域
連
携
室
か
ら
の

お
知
ら
せ
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鞄防災紙芝居活動報告

　南勢校舎では防災教育の取り組みとして２年生が古和浦に伝わ

る津波についての古文書を学習しました。その話をもとに小学生

にもわかるように紙芝居を作成し、代表のグループが五ヶ所小学

校の２・３年生に読み聞かせをしました。当日はたくさんの取材

の方もみえて緊張しましたが、小学生に津波の恐さや地震後の避

難の大切さを伝えることができました。

鞄学校開放講座報告

　９月の学校開放講座は「寄せ植え講習会」でした。神宮会館でバ

ラ園の管理にあたっておられる職員の方を講師にお迎えして、秋の

草花を寄せ植えしました。残念

ながら、後半は雨天のため早め

に切り上げましたが、参加者に

は十分寄せ植えを楽しんでいた

だけたと思います。

　１１月は年賀状に利用していただけるよう「 篆  刻 教室」を予定
てん こく

しています。

南勢校舎図書館

金木水火月
21
△△
98765
×△△×△
1615141312
△△△△×
2322212019
×△△△△
3029282726
△△△△△ 詳しくは、南勢校舎図書館（☎0599−66−0034）まで

　http://www.mie-c.ed.jp/hnanse/library/l-top.htm

□図書館開放予定日１１月カレンダー 地域の皆さまに利用して頂くよう図書館を開放しています。

〔開放時間帯〕◎１３：００−１７：００　○１５：４０−１７：００　△９：００−１７：００　×開放日でない

開館日は会議等で変更することがあります。ご了承ください。

　11月のたより（NOVEMBER）
○  二十  四 

にじゅう し

 節  気 
せっ き

　＊立冬　11月7日　初めて冬の気配が感じられる。冬の始まりの日。
　＊小雪　11月22日　山の頂に雪がみられ、冬の到来の感じられる日。

○こよみ
　世界平和記念日　１１月１１日（日）
　　第１次世界大戦が終結した日。平和の願いを込めて決められた。

「篆刻教室」（年賀状に使いましょう）
てん こく

篆刻：石を使って印鑑を作ります。
申し込みは11月20日（火）までに図書室、中山まで。（☎0599－66－0034）

○学校開放講座
　11月24日㈯
　 10：00～
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広報

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
る
専
用
電
話
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
、

津
地
方
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　

☎
０
５
７
０−

０
７
０−

８
１
０

　

（
全
国
共
通
）

期

間

　
　

月　

日（
月
）
か
ら

１１

１２

　
　

月　

日（
日
）
ま
で

１１

１８

受
付
時
間

▼
平
日

：
８
時　

分
か
ら　

時
ま
で

３０

１９

▼
土
・
日
曜
日

　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１０

１７

問
い
合
わ
せ
先

　

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
５
９−

２
２
８−

４
１
９
３

捌
名
簿
記
載
通
知
の
発
送

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
の
裁
判
員
候
補
者
名

２５

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、　

月
１１

中
ご
ろ
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知

は
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、

心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
通
知
と
あ
わ
せ
て
調
査

票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
調
査

票
は
候
補
者
の
方
の
事
情
を
あ
ら

か
じ
め
把
握
し
、
候
補
者
の
方
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

捌
裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況

　

「
裁
判
員
制
度
」
は
平
成　

年
２１

５
月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
３
年
が

経
ち
、
平
成　

年
５
月
ま
で
に

２４

３,
８
０
１
人
の
被
告
人
に
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
２４

５
月
ま
で
の
裁
判
員
裁
判
の
実
施

状
況（
全
国
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

選
任
さ
れ
た
裁
判
員
数

　

２
１,
９
４
４
人

補
充
裁
判
員
数

　

７,
６
３
０
人

裁
判
員
が
裁
判
手
続
に

参
加
し
た
日
数

　

・
２
％
の
事
件
が
４
日
以
内

６１で
終
了

裁
判
員
と
し
て
参
加
し
た
感
想

▼
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
前

　

・
２
％
の
人
が
「
や
り
た
く

５２な
い
」
と
回
答

▼
裁
判
員
を
経
験
し
た
後

　

・
４
％
の
人
が
「
よ
い
経
験

９５を
し
た
」
と
回
答

※
裁
判
員
経
験
後
は
、「
普
段
経

験
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
だ
っ

た
」「
裁
判
や
裁
判
所
が
身
近
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

◆
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.saibanin.

courts.go.jp/

）
で
は
、
裁

判
員
を
経
験
さ
れ
た
方
々
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
が
、
さ

ら
に
く
わ
し
く
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

津
地
方
裁
判
所

　

☎
０
５
９−

２
２
６−

４
１
７
２ 

職
種
・
募
集
人
数

　

事
務
職　

１
名

業
務
内
容

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く

　

要
介
護
認
定
事
務
な
ど

応
募
資
格

▼
高
校
卒
業
ま
た
は
平
成　

年
３

２５

月　

日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

３１
み
の
方

▼
高
校
卒
業
と
同
等
の
資
格
を
持

つ
方

▼
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

５８

ま
れ
た
方

▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持

ち
の
方
ま
た
は
平
成　

年
３
月

２５

　

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

３１
▼
日
本
国
籍
で
地
方
公
務
員
法
第

　

条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な

１６い
方

申
込
み
受
付
期
間

　
　

月
９
日
か
ら

１１

　
　

月　

日
ま
で
の

１１

３０

　

平
日
９
時
か
ら　

時
ま
で
（
必
着
）

１７

提
出
書
類

①
受
験
申
込
書

②
自
筆
履
歴
書

③
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）証
明
書

④
最
終
学
校
成
績
証
明
書

⑤
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

⑥
受
験
票
返
送
用
封
筒

　

（
郵
送
申
込
み
の
場
合
の
み
）

◆
提
出
書
類
①
②
に
つ
い
て
は
、

度
会
広
域
連
合
・
役
場
医
療
保

険
課
（
南
勢
庁
舎
）・
総
合
窓
口

（
南
島
庁
舎
）
で
交
付
し
ま
す
。

試
験
日
前
３
か
月
以
内
に
撮
影

し
た
写
真
を
貼
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
書
類
②
③
④
に
つ
い
て
は
、

高
校
在
学
中
の
方
は
、
全
国
高

等
学
校
統
一
応
募
用
紙
［
そ
の

１
（
履
歴
書
）
・
そ
の
２
（
調
査

書
）］
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
⑥
に
は　

円
切
手
を
貼
り
、
申

８０

込
者
の
氏
名
、
送
付
先
を
明
記

の
う
え
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
書
」
と
朱
書
き
し
て
く

だ
さ
い
。

捌
第
１
次
試
験

と

き　
　

月　

日
（
日
）

１２

１６

▼
受
付
開
始　

９
時　

分
１０

▼
教
養
試
験　
　

時
か
ら　

１０

▼
適
性
試
験　
　

時
か
ら

１３

と
こ
ろ

　

度
会
町
役
場
（
度
会
町
棚
橋
）

※
そ
の
ほ
か
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

度
会
広
域
連
合
事
務
局

〒
５
１
６−

２
１
０
３

度
会
郡
度
会
町
棚
橋
１
２
０
２
番
地

　

☎
０
５
９
６−

６
２−

２
３
０
０

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

　

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

度
会
広
域
連
合

　
　
　
　

職
員
募
集

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
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三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊

勢
支
部
で
は
、
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
土
地
の

境
界
、
土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
相

続
、
会
社
設
立
な
ど
、
登
記
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と

き

　
　

月　

日（
日
）

１１

１１

　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１３

１６

と
こ
ろ

　

町
民
文
化
会
館　

２
階
大
会
議
室

※
予
約
不
要

問
い
合
わ
せ
先

　

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

伊
勢
支
部

　

☎
０
５
９
９−

４
３−

９
８
０
０

　

福
祉
の
お
仕
事
を

　
　

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
者

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

（
学
生
可
）

体
験
期
間

　

３
日
以
上　

日
以
内

１０

体
験
時
間

　

１
日
６
時
間
以
上
８
時
間
未
満

参
加
費

　

無
料

◆
交
通
費
・
食
事
代
な
ど
は
自
己

負
担
と
し
ま
す
。

◆
職
場
体
験
に
か
か
る
日
当
な
ど

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
福
祉
職
場
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
係

　

☎
０
５
９−

２
２
７−

５
１
６
０

　

国
に
は
、
出
産
や
手
術
に
お
け

る
大
量
出
血
な
ど
の
際
に
特
定
の

血
液
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
さ
れ
た
方
に
、
給
付
金
を
支

給
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
（
独
）
医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
相
談
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限

　

平
成　

年
１
月　

日
ま
で

３０

１５

相
談
窓
口

　

☎
０
１
２
０−

７
８
０−

４
０
０ 

と

き

　
　

月　

日（
日
）

１１

１１

　
　

時
か
ら　

時　

分
ま
で

１３

１５

３０

と
こ
ろ

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

中
ホ
ー
ル　

（
津
市
一
身
田
）

イ
ベ
ン
ト
内
容

▼
歯
の
衛
生
週
間
各
事
業
表
彰
・

８
０
２
０
表
彰
ほ
か
の
表
彰
式

※
南
伊
勢
町
か
ら
は
左
記
の
方
が

８
０
２
０
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
 
濵 　
 
口 　
 
正 　
 
子  

さ
ん

は
ま 

ぐ
ち 

ま
さ 

こ

　
 
濱 　
 
口 　
 
三 　
 
之  

さ
ん

は
ま 

ぐ
ち 

み 

ゆ
き

　
 
髙  
野  
谷 　
 
政 　
 
秋  

さ
ん

た
か 

の 

や 

ま
さ 

あ
き

　
 
濵 　
 
口 　
 
豊 　
 
美  

さ
ん

は
ま 

ぐ
ち 

と
よ 

み

ほ
か
３
名

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
み
え
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
条
例
を
活
か
す
〜
そ
れ
ぞ
れ

の
提
言
」

問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人

　

三
重
県
歯
科
医
師
会

　

☎
０
５
９−

２
２
７−

６
４
８
８ 

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る

通
信
制
の
大
学
で
す
。
全
科
履
修

生
と
し
て
４
年
以
上
在
学
し
、
所

定
の
単
位
を
修
得
す
れ
ば
学
士

（
教
養
）
の
学
位
が
取
得
で
き
ま

す
。

　

平
成　

年
４
月
入
学
の
全
科
履

２５

修
生
・
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修

生
・
大
学
院
修
士
科
目
生
・
大
学

院
修
士
選
科
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

入
学
試
験

　

あ
り
ま
せ
ん

入
学
資
格

▼
全
科
履
修
生

　

（
大
学
卒
業
を
目
的
と
す
る
学
科
）

　

歳
以
上
で
高
校
卒
業
ま
た
は

１８同
等
以
上
の
資
格
を
持
つ
方

▼
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

　

（
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ
学
科
）

　
　

歳
以
上

１５
▼
大
学
院
修
士
科
目
生
・
大
学
院

修
士
選
科
生

　

（
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ
学
科
）

　
　

歳
以
上

１８
学
習
方
法

自
宅
の
テ
レ
ビ
で
放
送
授
業
を

視
聴
す
る
な
ど

 

募
集
期
間

▼
郵
送
で
の
出
願

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら

２４

１２

　

平
成　

年
２
月　

日
ま
で

２５

２８

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願

　

平
成　

年　

月　

日
か
ら

２４

１１

１５

　

平
成　

年
２
月　

日
ま
で

２５

２８

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９−

２
３
３−

１
１
７
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

と

き　
　

月　

日
（
土
）

１１

１７

　
　
　
　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１０

１６

　
　
　
　

月　

日（
日
）

１１

１８

　
　
　
　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１０

１５

と
こ
ろ　
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
伊
勢
神
宮
外
宮
前
）

内

容
伊
勢
度
会
地
区
の
現
教
職
員
・

退
職
会
員
と
そ
の
家
族
の
作
品
、

伊
勢
市
・
度
会
郡
小
中
学
校
児

童
生
徒
の
書
画
作
品
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

三
重
県
退
職
教
職
員
互
助
会

　

伊
勢
・
度
会
地
区
作
品
係

　

☎
０
５
９
６−

２
８−

５
１
６
３

放
送
大
学
学
生
募
集

「
職
場
体
験
」

　
　
　

参
加
者
募
集

生
き
生
き
楽
し
い

　
　
　
　
　

作
品
展

無
料
登
記
相
談
会

C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
さ
れ
た
方
へ

　

給
付
金
の
お
知
ら
せ

三
重
県
歯
科
保
健
大
会

ウ
エ
ル
噛
む 
三
重 
８
０
２
０

『
育
み

よ
り
そ
い

護
る

～
す
べ
て
の
世
代
の
歯
と
口

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
～
』
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捌
自
衛
官
候
補
生

　

任
期
を
定
め
た
採
用
制
度
で
す
。

応
募
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

１８

２７

申
込
締
切

　
　

月　

日

１１

１５

試
験
日

　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
い

１１

２５

２７

ず
れ
か
１
日

入
隊
時
期

平
成　

年
３
月
末
か
ら
４
月
上

２５

旬
を
予
定

※
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）は
年
間

を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

捌
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ

た
装
備
品
等
を
駆
使
・
運
用
で
き

る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る

た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
な
ど
を

対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

応
募
資
格

中
学
校
卒
業
し
た　

歳
未
満
の

１７

男
性
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

申
込
締
切

▼
推
薦
入
試　
　

月
７
日

１２

▼
一
般
入
試　

平
成　

年

１
月
７
日

２５

問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
伊
勢
地
域
事
務
所

　

☎
０
５
９
６−

２
３−

３
８
８
０ 

　

南
伊
勢
町
は
目
に
見
え
て
人
口

が
減
少
し
て
い
ま
す
。「
南
伊
勢

高
校　

南
伊
勢
町
を
元
気
に
す
る

高
校
生
サ
ー
ク
ル
」
と
「
南
伊
勢

町
を
よ
り
元
気
に
す
る
会
」
で
は
、

町
の
特
産
品
で
あ
る
ミ
カ
ン
を

使
っ
て
供
ミ
カ
ン
ツ
リ
ー
僑
を

作
っ
て
町
を
活
性
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
ツ
リ
ー
と

は
、
ミ
カ
ン
の
皮
で
ラ
イ
ト
を
包

ん
だ
供
ミ
カ
ン
ラ
イ
ト
僑
を
木
に

吊
る
し
た
も
の
で
す
。
ミ
カ
ン
ラ

イ
ト
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
南
伊
勢
町
を
元
気
に
し
た

い
！
」
と
お
考
え
の
皆
さ
ま
、
ぜ

ひ
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※　

月　

日（
日
）、「
ｓ
ｕ
ｎ
！

１１

１８

３
！
サ
ン
デ
ー
ふ
れ
あ
い
市
」
で

〝
ミ
カ
ン
ラ
イ
ト
〟づ
く
り
の
ブ
ー

ス
を
設
け
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
自
宅
で
作
ら

れ
る
方
は
下
記
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。）

参
加
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

受
付
箱
の
設
置
場
所

▼
行
政
経
営
課
（
南
勢
庁
舎
）

▼
総
合
窓
口
（
南
島
庁
舎
）

※
応
募
用
紙
等
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ミ
カ
ン
ラ
イ
ト
の
み
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

南
伊
勢
高
校

　

☎
０
５
９
９−

６
６−

０
０
３
４

自
衛
隊
採
用
募
集

南
伊
勢
町
を
「
み
か
ん
」

の
光
で
照
ら
そ
う
鎧

★
ミ
カ
ン
ラ
イ
ト
の
作
り
方

★
ミ
カ
ン
ラ
イ
ト
の
作
り
方
★★

　

伊
勢
税
務
署
で
は
、
平
成　
２４

年
分
所
得
税
の
青
色
決
算
等
説

明
会
・
年
末
調
整
等
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

所
得
税
の
青
色
決
算
等
説
明
会

▼
と

き

　
　

月　

日
（
水
）　

時
か
ら

１１

２１

１４

▼
と
こ
ろ

　

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

（
い
せ
ト
ピ
ア
）

▼
対
象
地
域　

南
伊
勢
町
ほ
か

※　

月　

日
（
金
）　

時
か
ら

１１

１６

１４

阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
志
摩
市
対
象
）

で
も
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
の

日
に
出
席
い
た
だ
い
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

年
末
調
整
等
説
明
会

▼
と

き

　
　

月　

日
（
木
）　

時
か
ら

１１

２２

１４

▼
と
こ
ろ

　

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
地
域　

南
伊
勢
町
ほ
か

※
同
日　

時
か
ら
も
同
所
で
伊

１０

勢
市
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、　

月　

日
（
金
）　

時

１１

１６

１０

か
ら
阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
志
摩
市

対
象
）
で
も
開
催
し
ま
す
。
い

ず
れ
の
日
時
に
出
席
い
た
だ
い

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼
注
意
事
項
と
お
願
い

　

青
色
申
告
決
算
書
等
は
、
確

定
申
告
書
用
紙
等
に
同
封
さ
れ

ま
す
が
、
平
成　

年
分
所
得
税

２３

の
確
定
申
告
書
を
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
及
び
電
子
申

告
（
ｅ−

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
で
作
成
し

提
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
分
の
青
色
申
告
決
算

２４

書
等
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
青
色
決
算
書
等
用
紙

が
必
要
な
場
合
は
、
恐
れ
入
り

ま
す
が
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
出
力
し
て
い
た
だ
く
か
、

税
務
署
の
窓
口
、
ま
た
は
説
明

会
当
日
に
会
場
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
平
成　

年
分
確
定

２４

申
告
も
、
ぜ
ひ
ｅ−

Ｔ
Ａ
Ｘ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

伊
勢
税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
０
５
９
６−

２
８−

３
１
９
１

所
得
税
の
青
色
決
算
等
説
明
会
・
年
末

調
整
等
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

①
ミ
カ
ン
に
カ
ッ
タ
ー
で
切
れ
目

を
入
れ
て
丁
寧
に
む
く

②
ミ
カ
ン
の
果
実
を
取
り
出
す

③
瞬
間
接
着
剤
で
皮
を
元
の
形
に

く
っ
つ
け
る

※
ご
参
加
い
た
だ
く
皆
さ
ま
は
、

③
が
完
成
し
た
時
点
で
受
付
箱

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
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わくドキ南伊勢 ＆＆ 南伊勢町福祉ふれあい広場
共同開催のお知らせ共同開催のお知らせ

わくドキ南伊勢 ＆ 南伊勢町福祉ふれあい広場
共同開催のお知らせ

レギュラー

まちゃまちゃ
オレンジ

南伊勢町出身！南伊勢町出身！南伊勢町出身！

　

第　

回
日
本
美
術
院
展
内
閣
総
理

８８

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
、

日
本
美
術
院
同
人
で
東
京
芸
術
大
学

教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
南
伊

勢
町
出
身
の
画
家
、
梅
原
幸
雄
さ
ん

の
近
年
の
院
展
出
品
作
品
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。 

　
　

月

８
日（
土
）

１２

　
　
　

時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

１３

３０

１５

３０

　　

「
語
り
」
と
し
て　

分
程
度
の
お

３０

話
が
あ
り
、
そ
の
後
絵
画
教
室
を
行

い
ま
す
。
絵
画
教
室
で
は
参
加
者
が

持
参
し
た
作
品
と
、
会
場
で
ス
ケ
ッ

チ
し
た
作
品
を
先
生
よ
り
直
接
指
導

を
頂
き
ま
す
。

申
込
締
切

　
　

月　

日（
木
）

１１

２９

定
員

　
　

名
程
度

１５
◆
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
・
ペ
ン
等
は
各

自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

◆「
語
り
」
に
つ
い
て
は
申
込
み
不

要
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
５
９
６−

７
７−

０
０
０
２

愛
洲
の
館

　

☎
０
５
９
９−
６
６−

２
４
４
０

入
館
時
間

　

９
時
か
ら　

時
ま
で

１６

入
館
料

　

大
人　
　
　
　
　

２
５
０
円

　

小
・
中
・
高
生　

１
５
０
円

「 
梅 

う
め 

原  
幸  
雄 
展
」

は
ら 

ゆ
き 

お

　

月

３
日
（
土
）
か
ら

１１
　

月

９
日
（
日
）
ま
で

１２

★
梅
原
教
授
に
よ
る
語
り
と

　

絵
画
教
室

★
特
別
企
画
展

『
愛
洲
の
館
』

『
愛
洲
の
館
』

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

『
愛
洲
の
館
』

『
愛
洲
の
館
』

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

『
愛
洲
の
館
』

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

とと きき　11月18日 ㈰　雨天決行
　　　　10時から15時30分まで（販売は9時30分から）

ところ　ふれあいセンターなんとう（村山）
主なイベント
○よしもとお笑いライブ
○わくドキ料理ふるまい
○ブラスバンド演奏（南勢中学校・南島西中学校）
○お楽しみ抽選会
○餅・菓子まき
○社会福祉大会（表彰と作文披露）
○福祉・防災・健康コーナー
○特産品等販売　ほか

　
楽楽ししいいイイベベンントトををたたくくささんん用用意意ししてておお待待ちちししてておおりりまますすののでで、、ごご家家族族ややおお友友だだちちととおお誘誘いい合合わわ
せせののううええおお越越ししくくだだささいい。。

問い合せ先
　南 伊 勢 町 商 工 会　☎0599−66−0054（南勢事務所）／☎0596−76−0159（南島事務所）
　南伊勢町社会福祉協議会　☎0599−66−1211（南勢支所）／☎0596−76−1500（南島支所）
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広報

ま
ち

の
で
き
ご
と

ま
ち

の
で
き
ご
と

グラウンド
ゴルフ大会開催

　10月2日、総合グラウンド
で南伊勢町グラウンドゴルフ協
会主催の大会が開催され、町内
から参加した約160名が日ご
ろの練習の成果を発揮しました。
第4回グラウンドゴルフ大会
優　勝　 宮 

みや

 本  忠  義  さん
もと ただ よし

（内瀬）

準優勝　 山 
やま

 本  勝  弘  さん
もと かつ ひろ

（五ヶ所浦）

３　位　 野  村  多  加  男  さん
の むら た か お

（伊勢地）

海外青年協力隊での
活動を報告

　9月26日、独立行政法人国際協力機構（ JICA ）
ジャイカ

の青年海外協力隊としてボランティア活動を行って
きた、迫間浦出身の 菅  井  河  奈  子 さんが役場南勢庁舎

すが い か な こ

を訪れ、町長と役場職員に海外での活動を報告しま
した。
　菅井さんはパソコンインストラクターとして派遣
されたケニアのチャバカリ男子中等学校では、コン
ピュータの管理について指導するとともに、ＩＣＴ
（情報通信技術）クラブや日本語クラブの顧問とし
て活動しました。報告の中で菅井さんは、指導にあ
たって工夫した点や、ボランティアがもたらした成
果などについて話されました。

海上自衛隊の艦艇が
一般公開

　9月16日、田曽浦漁港で海上自衛隊の水中処分
母船が一般公開されました。同艦は大規模災害に備
え、三重県の太平洋沿岸の港の調査に訪れており、
南伊勢町を含むくまの灘沿岸の主要な港の状況確認
や、地元との交流を目的に、今回一般公開が実施さ
れました。
　見学に訪れた人たちは、艦内の設備などについて、
乗組員に質問するなどし、興味深く観察していまし
た。

一生自立！生涯現役！
－介護予防講演会－

　9月19日、町民文化会館で、 sun  sun  体操の製
サン サン

作者でもある 平  岡  令  孝 氏を講師に、介護予防講演会
ひら おか よし たか

が開催されました。
　寝たきりにならないためには日頃から体を動かす
ことが大切であるという講話や、自宅でもできる簡
単な体操が紹介され、来場者は笑顔で体操に取り組
み、生涯現役で過ごすための 秘  訣 を学んだ様子でし

ひ けつ

た。
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まちのできごとまちのできごと 大規模災害に備えて
－町立病院トリアージ研修－

　9月28日と10月2日の2日間にかけて、町立
南伊勢病院主催のトリアージ研修が実施され、志摩
広域消防の職員や、近隣の病院・施設の職員、役場
職員などが参加しました。　　
　「トリアージ」とは、限られた人員・物資の状況
下で多数の傷病者の緊急度・重症度に応じて優先順
位をつけることで、一般にはタグの色分けにより、
順位づけを行います。
　参加者らは、トリアージ役と傷病者役を交互に経
験し、混乱した現場での正確な情報の把握や伝達す
ることの難しさを実感した様子でした。

長寿をお祝いして
100歳祝い状贈呈

南勢海洋少年団が
五ヶ所浦の浜を清掃

　9月9日、南勢海洋少年団が、「伊勢湾・三河湾・
五ヶ所湾エコアクション」活動の一環として、五ヶ
所浦の海岸の清掃を行いました。この活動は五ヶ所
浦区の「海と川の掃除」に参加したもので、団員と
保護者らは地元五ヶ所浦の区民とともにゴミの分別
回収を行いました。
　南勢団が担当した海岸は、広いうえに人手が少な
く高齢の方が多かったため、清掃に参加した区民の
方は、若い団員たちの参加を喜んでいました。

デマンドバスの本格運行開始
　10月1日より、南伊勢町デマンドバスが本格的
に運行しています。これに先がけて9月30日には
町民文化会館1階イベントホールで、運行開始を記
念したセレモニーが開催され、テープカットや、運
行スタッフの紹介などが行われました。
　セレモニーの終わりには、出席者が見守る中、町
内の特産物などが色とりどりに描かれたデマンドバ
ス5台が、町中へ出発していきました。

　9月21日、今年度100歳を迎える2人の町民に、
祝い状と記念品が贈呈されました。野田内閣総理大
臣からは祝い状と銀杯が贈られ、町長の伝達により
手渡されました。また、町からも同様に祝い状と記
念品が贈られ、受け取った2人はそれぞれ笑顔で感
謝の言葉を述べ、元気な姿を見せていました。

今年度100歳
を迎える方
 村 
むら

 田  三  男  さん
た みつ お

（棚橋竈）

 奥 
おく

　  　 づ さん
し

（内瀬）
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土金木水火月日
321

10987654
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24232221201918

302928272625

2012

1111

成 人 関 係
対 象 者 等実施場所受付時間１１月事　　業

成人健康相談をご希望の方は、福祉課
健康増進係（☎0599−66−1114）
までご予約をお願いします。

役場南勢庁舎
１３：００～１４：００

２７日（火）
成人健康相談

ふれあいセンターなんとう２９日（木）

※予約制となっていますので、伊勢保
健福祉事務所 地域保健課（☎0596−
27−5148）までお電話ください。

伊勢庁舎（相談室１）１３：００～１５：００１５日（木）こころの健康相談

子育て支援事業 問い合わせ先 子育て支援センター緯0596−72−1014　南勢サロン緯0599−66−0015
実 施 場 所時　間内　容　等１１月事　　業

ふれあいセンターなんとう

１０：３０～１２：００

お散歩しようよ！

（雨天時は各会場にて「お話てぶくろ」）

６日（火）

親子ふれあい広場

南勢サロン７日（水）

子育て支援センター
○誕 生 会　「ぞうさんのぼうし」

○絵本の読み聞かせ会　　　　　

　　　　　　「とん　とん　とん」

○健康講座　「子どもの健康」　　

２０日（火）

南勢サロン２１日（水）

古和浦公民館１０：３０～１２：００
人形劇

エプロンシアター
８日（木）出 前 広 場

南島保育所
１０：００～１１：００

園庭で自由遊び

（雨天中止）

９日（金）
園 庭 開 放

穂原園１３日（火）

南勢サロン
１０：３０～１２：００無料マーケット

２８日（水）
イ ベ ン ト

子育て支援センター３０日（金）

※窓口に来られた方の本人確認のため、ご本人であること

を確認できる書類（運転免許証、健康保険証など）の提

示をお願いしていますので、お忘れなくお持ちください。

証明書の交付
に関する業務業務

南勢庁舎　住民生活課
南勢庁舎　税務課
南島庁舎　総合窓口

課名

毎週月曜日　１７：１５～１９：００

１１月（５日・１２日・１９日・２６日）
ご利用ください　窓口業務の時間延長

福祉課事業
乳幼児関係

対　象　者実施場所受付時間１１月事　　業

１歳６か月児対象：

　平成２３年３月１日～平成２３年４月３０日生まれ

３歳６か月児対象：

　平成２１年３月１日～平成２１年４月３０日生まれ

ふれあいセンターなんとう１２：３０～１３：００１４日（水）
１歳６か月・　　

３歳６か月児健診

乳　幼　児
役場南勢庁舎９：３０～１１：３０２７日（火）

乳幼児健康相談
ふれあいセンターなんとう１０：００～１１：３０２９日（木）

離乳食に興味のある方
町民文化会館

１０：００～１２：００
８日（木）わいわいクラブ

（離乳食教室） ふれあいセンターなんとう９日（金）

問い合わせ先 福祉課（健康増進係）☎0599−66−1114
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消費生活相談 問い合わせ先 住民生活課（生活安全係）☎0599−66−1154
商品購入やサービスの利用な
どのトラブルや困ったこと、
知りたいことなどお気軽にご
相談ください。（秘密厳守）

場　　所時　間相談日

役場　南島庁舎１０：００～１２：００
２１日（水）

役場　南勢庁舎１４：００～１６：００

　※上記時間内であれば、電話での相談も受付けます。

巡回相談（無料・要予約）
予約先　南伊勢町地域包括支援センター（社協内）☎0599−66−1211

対　象　者実施地区１１月事　　業

役場や支援センターに来る

ことができない高齢者の方
宿田曽地区１４日（水）高齢者巡回相談

籍戸 の 窓
　（９月届出分／敬称略）

うぶごえ

　玉 山　ゐ と　五ヶ所浦（雅俊）

　（掲載の同意を得た方）

◆掲載を希望される方は、届出時に

窓口でお申し出ください。また、

町外へ届出され、掲載を希望され

る方もご連絡ください。

（住民生活課☎０５９９－６６－１１１６）

おくやみ

 東 谷 正 信 （77）押渕
 濱 地 明 美 （71）神前浦
 上 村 明 子 （82）田曽浦
 西 本　 孝 （86）伊勢路
 森　 茂 也 （75）阿曽浦
 山 本 一 男 （80）阿曽浦
 林　 千 代 （90）五ヶ所浦
 山 本 喜 人 （70）田曽浦

問い合せ先　行政経営課（広報情報係）☎0599−66−1366

　※南伊勢町トピックス・特集番組のくわしい放映内容は、ＣＡＴＶ文字放送・町ＨＰでお知らせしています。

　※そのほか予告なく番組スケジュールを変更することもありますのでご了承ください。

▼とき・ところ
　11月8日（木）
　受付：１０時から１０時４５分
　ふれあいセンターなんとう
 11月22日（木）
　受付：１０時から１０時４５分
　町民文化会館
※お知らせハガキに指定された場所
　で更新の手続きをお願いします。

更新手続きに必要なもの
　①お知らせハガキ
　②運転免許証　③手数料
　④写真（３㎝×２.４㎝　６か月
　　以内に撮影されたもの）
●くわしくは
　伊勢警察署　☎0596−20−0110
　住民生活課（生活安全係）
　　　　　　　☎0599−66−1154

運転免許証更新のお知らせ　　

予約先　三重済美学院「ブレス」☎0596−20−6525／福祉課☎0599−66−1114
実 施 場 所時　間１１月事　　業

役場　南勢庁舎
１０：００～１６：００

８日（木）障がい者（児）

巡回相談 役場　南島庁舎２２日（木）

南伊勢町チャンネル番組案内（毎月10日・25日更新）

内容放送時間

南伊勢町トピックス００分６時・８時・１０時・

１２時・１４時・１６時・

１８時・２０時・２２時

文字放送３０分

写真コーナー５０分

サンサン体操００分

７時・１３時・１９時
南伊勢おんど１７分

文字放送２８分

写真コーナー５０分

特集番組００分
９時・１１時・１５時・

１７時・２１時・２３時
文字放送３０分

写真コーナー５０分

文字放送００分
０時～６時

写真コーナー５０分

南伊勢町トピックス
　◇まちの出来事　◇役場からのお知らせなど

サンサン体操・南伊勢おんど
　講師が分かりやすく説明します。

特集番組
　◇～ができるまで　◇職員出演番組など

映像をお寄せください
　行事開催の周知・イベントの様子など、自主制作
の映像をお寄せください。行政チャンネルで放送さ
せていただきます。
　なお、映像の規格が町の編集機器と互換性が無い
場合や、公共の福祉に反するもの、営利目的のもの
等、お断りする場合もありますのでご了承ください。
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広報

◆毎月、ふれあいセンターなんとうと町民文化会館で健康レシピの教室を開催しています。
　ぜひ、ご参加ください。くわしくは、福祉課 ☎0599−66−1114までお問い合わせください。

奈屋浦（ご両親は、大輔さん・知子さん）村山（ご両親は、潤也さん・珠代さん）

はじめまして鎧
いつもニコニコおしゃべりでおませな実玖は
お兄ちゃんがだーい好き使
歌をうたったりおえかきしたり、
何でもお兄ちゃんと一緒がいいんだー鎧
けんかのあとはギューって仲直り使
早く一緒に保育園行きたいなあ。
みなさ～んヨロシクねー鎧

 橋  本 　 実  玖 ちゃん（平成２２年11月生まれ）
はし もと み く

はじめまして伺
僕、はるとです★
最近は、三輪車に乗るのがお気に入り伺
でも、大好きなじぃじに自転車に乗せて
もらって一緒に散歩するのが一番好きなんだ使
はずかしがり屋の僕だけど、どこかで
見かけたら声を掛けてネ鎧

 掛  橋 　 遥  翔 くん（平成２２年12月生まれ）
かけ はし はる と

★ふラスク★ 
　材料
・ 麩  ………………… 10個

ふ

・マーガリン …… 大さじ１
・砂糖 …………… 大さじ１

❶分量のマーガリンを溶かして砂糖を混ぜる。
❷❶に麩をからめる。
❸オーブンでうっすら焦げ目がつくまで焼く。

　作り方

・片栗粉 …………… 30ｇ
・きなこ …………… 30ｇ
・牛　乳 ………… 大さじ３
・砂　糖 ………… 大さじ２
・油 ……………… 大さじ１

❶すべての材料をボウルに入れて混ぜ合わせる。
❷❶を小さく丸めて天板に並べ、180℃のオー
ブンで10～15分焼く。

　作り方
★きなこボーロ★ 
　材料

南伊勢町食生活改善推進協議会

きなこボーロ・
ふラスク

　食生活改善推進協議会では、各地区で「食」を通した健康づくりを広める活動をしています。そ
の一環として、皆さまの健康を考えるレシピを紹介させていただきます。
　今回は、おうちにある材料で作れる、体にやさしいおやつを紹介します。超簡単！思い立ったら
すぐ作れるのでぜひお試しください♪


